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1．家計の状況

● 　 1 年前と比べた暮らし向きは、「良くなっ

た」が 9.1％、「悪くなった」が 23.0％、「変

わらない」が 67.9％。「良くなった」から 

「悪くなった」を引いた差は△ 13.9。新型

コロナウイルス感染症拡大の影響で県内景

気は停滞局面にあり、雇用・所得環境も厳

しさは増大。また、同感染症の収束が見通

せないなか、景気の先行き不透明感も強

まっていることから、県内勤労者の生活実

感も悪化していると考えられる。

● 　家計上の悩みは、「収入の伸び悩み」が

最も多く、以下、「税金等負担増」、「物価

上昇」の順。

2．今冬の買物計画

● 　この冬購入したい商品は、「婦人服」、「紳

士服」、「スマートフォン」、「暖房機器」、「子

供服」の順。

● 　昨冬比で購入予定比率が上昇した品目は

3 品目に止まり、上昇幅も小幅。一方で

17 品目が低下しており、消費マインドが

弱含んでいる様子が窺われる。

● 　購入予定先は「インターネット通販」、

「一般小売店」、「家電量販店」、「スーパー・

ショッピングセンター」、「ホームセン

ター」。「インターネット通販」は初の 1 位。

3．おけいこ事、塾・サークル

● 　参加したいおけいこ事や塾・サークル 

は、「料理」が 1 位で、以下、「ガーデニン 

グ」、「パソコン」、「外国語会話」、「ダン

ス・フィットネス等」の順。

● 　年代別では、各年代ともに「料理」が

1 位（ 50 代以上は「ガーデニング」も同

率 1 位）。2 位は 20 代で「ダンス・フィッ

トネス等」、30 代で「手芸・編物・着付」、

40 代で「ガーデニング」が人気。

要　　 約 4．貯　　　蓄

● 　平均貯蓄額は 505 万円で、現在利用して

いる金融商品は、「銀行預金」、「ゆうちょ

銀行貯金」、「生命保険」、「個人年金」の順。

今後増やしたい金融商品は、「銀行預金」、

「ゆうちょ銀行貯金」、「株式」、「投資信託」

の順。

● 　貯蓄する際重視する点は「元金の保証が

あり安心」が最多で、以下、「利回りが良 

い」、「預け入れ引き出しが自由」の順。

5．ローン等の利用

● 　ローン等の利用者は 28.4％で、平均借入

額は 988 万円。

● 　利用目的は「土地・住宅の購入」が最も 

多く、以下、「自動車・家電品の購入」、 

「教育資金以外の生活資金」の順。

● 　借入先は「銀行」が最も多く、以下、「月

賦・クレジット会社」、「政府系金融機関」

の順。

6．冬季ボーナス

● 　冬季ボーナスは、すべての年代で「減り

そう」が「増えそう」を上回った。新型コ

ロナウイルス感染症に伴い県内経済が停滞

し、感染症の収束時期も見通せないなか、

勤労者がボーナス支給について慎重な見方

をしている様子が窺われる。

● 　平均手取り額（予想含む）は 36 万 9 千円

であった。使いみちは「貯蓄」が最も多く、

以下、「買物」、「旅行・レジャー」、「ロー

ン返済」の順。

7．お　歳　暮

● 　お歳暮を贈る予定者は、全体の 35.1％。

贈る件数は「 2 件以下」が最も多く、平均

件数は 2.7 件。

● 　 1 件あたりの単価は、「3,000 円程度」が

最多。平均単価は 3,684 円。

● 　贈りたい商品は「ビール」（含むビール 

券）が最多で、以下、「お菓子」、「調味料」・

「直送生鮮品」（同順位）の順。
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8．冬休み、年末・年始の過ごし方

● 　「特に予定なし」が最も多く、以下、「日

帰り旅行」、「帰郷」、「国内宿泊旅行」、「ス 

ポーツ・健康づくり」、「海外旅行」の順。

● 　冬休み、年末・年始の過ごし方について、

62.1％が「予定なし」。そのうち 42.5％は

新型コロナウイルス感染症の影響があった

と回答。

●	調査実施要領

調査対象：インターネット調査会社にモニター登録されている県内の勤労者 504 名

調査方法：調査会社モニターあての Web アンケート調査

調査時期：2020 年 11 月上旬

（特別調査）新型コロナウイルス関連

● 　半年前との支出額の比較について、増加

の割合が高かった項目は「日用雑貨費」、 

「自宅内での食費」、「テイクアウト費」な 

ど。減少の割合が高かった項目は、「旅

行・交通費」、「外食費」、「交際費」など。

そのほか、貯蓄を取り崩す傾向もみられ、

家計繰り回しの厳しさが窺われる。

● 　特別定額給付金の使途は「生活費の補て

ん」、「貯蓄」、「家電品の購入」の順。Go 

To トラベル・Go To イートとも利用意向

は全体の 3 割強。

　新型コロナウイルス感染症関連として、

「半年前と比較した収支の増減」（p 4 ）、「政

府の支援策の利用状況」（p14）等の調査

を実施。

〈	回　答　者　内　訳	〉

内訳 項　　　目 回答者数 構成比

年　

代　

別

20 代 239人 22.7%

30 代 263 25.0

40 代 248 23.5

50 代 以 上 303 28.7

家
族

既 婚 670 63.6

未 婚 382 36.2

性
別

男 性 469 44.5

女 性 584 55.4

合　　　　計 1,054 100.0

内訳 項　　　目 回答者数 構成比

年　

代　

別

20 代 85人 16.9%

30 代 105 20.8

40 代 154 30.6

50 代 以 上 160 31.7

家
族

既 婚 200 39.7

未 婚 304 60.3

性
別

男 性 333 66.1

女 性 171 33.9

合　　　　計 504 100.0

◎過去調査との比較について

　新型コロナウイルス感染症の影響により、調査方法を当行営業店を通じた調査票の配付・回収による調査

から、民間調査会社による Web アンケートに変更しました。

　このため、調査結果が不連続となっており、過去調査との比較は参考値となります。

（参考）　前回（2019 年冬季）内訳
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　 1 年前と比べた暮らし向きは、「良くなった」

が 9.1％、「悪くなった」が 23.0％、「変わらな

い」が 67.9％となった。この結果、「良くなっ 

た」から「悪くなった」を引いた差は△ 13.9

となった。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で県内

景気は停滞局面にあり、雇用・所得環境も厳し

さを増している。また、同感染症の収束が見通

せないなか、景気の先行き不透明感も強まって

いることから、県内勤労者の生活実感も悪化し

ていると考えられる。

　年代別にみると、「悪くなった」の回答比率

が最も高かったのは 40 代（27.9％）で、以下、

50 代 以 上（25.0 ％）、30 代（18.1 ％）、20 代 

（16.5％）と続いた。若年層と比べて生活費負

担の重い中高年層で、生活実感の厳しさをより

強く感じている状況が窺われる。

　家計上の悩み（ 3 項目選択）は、「収入の伸

び悩み」が最も多く、以下、「税金等負担増」、 

「物価上昇」と続いた。

　参考までに上位項目を昨冬と比較すると、 

「収入の伸び悩み」の回答比率が 61.4％から

62.1％へとわずかながら上昇した一方、「税金

等負担増」および「物価上昇」は、各々 6.2 ポ

イント、13.9 ポイント低下した。昨冬は消費税

増税と、それに伴う物価の上昇が家計に負担感

をもたらしていたが、その影響が和らいだ様子

が窺われる。

　その他の項目をみると、「交際費増加」が 15.6

ポイントの大幅な低下となった。新型コロナウ

イルス感染症の影響で、不要不急の外出や会食

を控える動きが続いていると考えられる。

1　家 計 の 状 況

暮らし向きは悪化が続く 家計上の悩みは「収入の伸び悩み」が最多
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3 山梨中央銀行　調査レポート　2020.12



　2020 年夏の調査に引き続き、新型コロナウ

イルス感染症が家計に与える影響を継続把握す

るために、半年前（おおむね緊急事態宣言発出

期間中）と比べて家計の収入・支出項目がどう

変化したかを伺った。

　増加（「とても増えた」・「やや増えた」の合

計）の割合が多かった項目は、「日用雑貨費

（マスク・消毒液などの衛生費を含む）」、「自宅

内での食費」、「テイクアウト費」などであり、

外出を控え、自宅内で過ごす時間が伸びている

様子を反映して「巣ごもり消費」や、「感染防

（特別調査）

新型コロナウイルス感染症の家計への影響

6.7
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家計項目の半年前との増減比較
（新型コロナウイルス感染症の家計への影響）

増　加 減　少変わらない

（※ 1）マスク・消毒液などの衛生費を含む

借入による調達額

給与・事業等の収入

交際費

旅行・交通費

外食費

教養・娯楽費

教育関連費

貯蓄に回す金額

貯蓄の引出額

テイクアウト費

自宅内での食費

日用雑貨費（※1）

止対策」への出費が増加していることが窺われ

る。一方、減少（「やや減った」・「とても減っ

た」）割合が多かった項目は「旅行・交通費」、

「外食費」、「交際費」などであり、感染防止と

経済活動の両立に向けた政策対応が進むなかで

も、家計においては引き続き外出を伴う不要不

急の消費を控える動きが窺われる。

　また、貯蓄に回す金額と貯蓄の引出額につい

て、増加と減少の割合の差をみると、貯蓄に回

す金額は「減少」のほうが上回っているのに対

し、引出額は「増加」のほうが上回っている。

景気の停滞感が漂うなかで、家計の繰り回しも

厳しさを増す様子が窺われる。
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　この冬購入したい商品（20 品目について複

数回答）は、「婦人服」が最多で、以下、「紳士

服」、「スマートフォン」、「暖房機器」、「子供服」

と続いた。

　参考までに昨冬と比べて購入予定比率が上昇

した品目をみると、「ブルーレイ（含む HDD、

DVD レコーダー）」「 4 K・8 K テレビ」、「ウェ

アラブル端末」の 3 品目（昨冬 5 品目）に止まっ

たほか、上昇幅はいずれも 2 ポイント未満と、

消費マインドが弱含んでいる様子が窺われる。

2　今冬の買物計画

今冬の消費マインドは弱含み

　購入予定比率が低下した品目は、「婦人服」、

「紳士服」、「スマートフォン」、「暖房機器」、「子

供服」、「家具・インテリア」、「パソコン」、「ド

ライブレコーダー」、「乗用車」などの 17 品目 

（昨冬 13 品目）となった。このうち「婦人服」、 

「紳士服」、「子供服」といった衣料品や「ハン

ドバッグ・靴」、「貴金属・アクセサリー・時 

計」、「ゴルフ用品」などの嗜好品や高額品で比

較的大きめの下落幅となった。新型コロナウイ

ルス感染症の影響により県内景気が停滞するな

か、先行きの不透明感も高まっていることか 

ら、不要不急の消費を控える様子が窺われる。

衣料品や嗜好品、高額品の購入予定が低下
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ウェアラブル端末

デジタル カメラ・
デジタルビデオカメラ

ハンドバッグ・靴

4K・8 Kテレビ

ブ ル ー レ イ（ 含 む
ＨＤＤ、DVD）レコーダー

貴金属・アクセサリー・
時　計

ウインタースポーツ用品
（スキー・スノーボード等）

今冬購入予定の商品ベスト5

全　 体 20　  代 30　  代 40　  代 50　  代
以　 上

1位 婦 人 服 婦 人 服 子 供 服 スマートフォン 紳 士 服

2位 紳 士 服
家 具 ・
インテリア

暖房機器
婦 人 服、
紳 士 服
（同順位）

スマートフォン

3位 スマートフォン
スマートフォン、
子 供 服
（同順位）

婦 人 服
4 K・8 K
テ レ ビ

4位 暖房機器
4 K・8 K
テ レ ビ 暖房機器、

子 供 服、
パソコン
（同順位）

婦人服、
ドライブレ
コーダー
（同順位）

5位 子 供 服
4K・8Kテレビ、
冷蔵庫・洗濯機
（同順位）

紳 士 服、
スマートフォン
ほ か 4 品 目
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　この冬購入したい商品の購入予定先（複数回

答）は、「インターネット通販」が最も多く、以 

下、「 一 般 小 売 店 」、「 家 電 量 販 店 」、「 ス ー

パー・ショッピングセンター」、「ホームセン

ター」と続いた。

　「インターネット通販」の比率は 38.3％で、2  

位の一般小売店（21.2％）を 17.1 ポイント上

回り、初めて 1 位となった。今回のアンケート

は Web による調査であり、普段からパソコン

やスマートフォンを使い慣れている方の回答が

多かったことや、新型コロナウイルス感染症の

影響で外出を控える動きが広がったことが要因

と考えられる。

購入予定先はインターネットが初の1位
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　参加したいおけいこ事や塾・サークル（複数

回答）は、「料理」が 1 位となり、以下、「ガー

デニング」、「パソコン」、「外国語会話」、「ダン

ス・フィットネス等」の順となった。参考まで

に昨冬と比較すると、「ガーデニング」が 7 位

から 2 位へ、「パソコン」が 6 位から 3 位へと

順位を上げた一方、「ダンス・フィットネス等」

が 2 位から 5 位に、「ゴルフ」が 3 位から 6 位

に後退した。また、「陶芸」（ 8 位→ 6 位）、「ス

イミング」（10 位→ 8 位）がそれぞれ順位を上

げた一方、「手芸・編物・着付」（ 5 位→ 8 位）、

「書道・絵画」（9 位→ 10 位）は順位を下げた。

　また、「ガーデニング」、「パソコン」、「料理」

の回答比率が各々 7.6、6.7、4.8 ポイント上昇

した一方、「ゴルフ」、「ダンス・フィットネス 

等」は各々 11.4、10.5 ポイントと大幅に低下

した。新型コロナウイルス感染症の影響で、 

「スポーツ」から「巣ごもり」へと人気がシフ

トしている様子が窺われる。

　年代別に人気の高い項目をみると、各年代と

もに「料理」が 1 位（50 代以上は「ガーデニ

ング」も同率 1 位）で、2 位は 20 代が「ダン 

ス・フィットネス等」、30 代は「手芸・編物・

着付」、40 代は「ガーデニング」となっている。

3　おけいこ事、塾・サークル

巣ごもり関連の人気が上昇
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7.2
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6.5

18.8

6.1

18.7

7.4

4.6

6.0

3.8

24.2

14.1

13.9

12.7

8.3

7.3

7.3

5.8

5.8

4.2

3.4

料 理

外 国 語 会 話

ゴ ル フ

パ ソ コ ン

書 道・絵 画

ガーデニング

陶 芸

手芸・編物・着付

ス イ ミ ン グ

そ の 他

ダ ン ス ・
フィットネス等

やってみたいおけいこ事、塾・サークル
（複数回答）

（％）

全 体 20  代 30  代 40  代
50  代
以 上

料 理 24.2 41.2 27.6 19.5 17.5

ガーデニング 14.1 9.4 9.5 16.2 17.5

パ ソ コ ン 13.9 7.1 12.4 15.6 16.9

外 国 語 会 話 12.7 12.9 13.3 13.6 11.3

ダ ン ス ・
フィットネス等

8.3 22.4 10.5 6.5 1.3

ゴ ル フ 7.3 4.7 10.5 4.5 9.4

陶 芸 7.3 7.1 13.3 3.9 6.9

手芸・編物・着付 5.8 8.2 14.3 1.9 2.5

ス イ ミ ン グ 5.8 3.5 5.7 7.1 5.6

書 道 ・ 絵 画 4.2 4.7 5.7 2.6 4.4

そ の 他 3.4 1.2 0.0 6.5 3.8

　現在の貯蓄額の平均額は 505 万円であった。

　貯蓄額の分布をみると、「100 万円以下」が

最多で、以下、「101 万円～ 200 万円」、「201 万

円～ 300 万円」、「2,001 万円以上」、「1,001 万

円～ 1,500 万円」、「401 万円～ 500 万円」、「301

万円～ 400 万円」・「601 万円～ 800 万円」（同

順位）の順となった。

　利用している金融商品（複数回答）は、「銀

行預金」が 83.7％と最も多く、以下、「ゆうちょ

銀行貯金」、「生命保険」、「個人年金」、「株式」、

「投資信託」の順となった。

　年代別に利用率をみると、「銀行預金」は 40

代以上で 8 割超となっている。また、「株式」、 

「投資信託」、「生命保険」は年代が高くなるに

連れて利用率が上昇している。

4　貯　　　蓄

平均貯蓄額は505万円

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

3.03.4

4.2

7.8

7.9 7.9 7.9

6.4

44.7 17.6 14.1

3.5 2.4
2.4

3.3

2.4

2.6

2.9

39.2 12.8

1.1

2.9

34.9 11.8

8.9

9.2

9.0

9.39.9

39.7 16.7

39.0 6.9

5.1 5.1 4.5

4.9

4.9 4.9 4.9

4.4 4.9

4.6 4.6

5.8

5.4

5.9 6.9

5.3

6.9

5.9 5.9

4.47.619.1 16.4 13.3 7.99.1 6.0 5.96.1

3.91.91.9

0.0
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29.3

24.1

17.7

15.1

6.0

4.6

3.8

2.2

59.5

21.8

5.4

10.3

19.2

16.5

3.4

4.0

4.4

2.0

銀 行 預 金

生 命 保 険

投 資 信 託

財 形 預 金

個 人 年 金

株 式

外 貨 預 金

国債などの債券

金銭信託等信託商品

ゆうちょ銀行貯金

20年冬19年冬18年冬17年冬16年冬

銀行預金 59.5

個人年金 10.3

21.8ゆうちょ
銀行貯金

財形預金 4.0

16.5投資信託

株　　式 19.2

0

10

20

30

40

50

60

80

70

（％）

全 体 20  代 30  代 40  代
50  代
以 上

昨冬
順位

元 金 の 保 証 が
あ り 安 心

53.8 31.8 48.6 60.4 62.5 1

利 回 り が 良 い 44.0 43.5 39.0 43.5 48.1 2

預 け 入 れ
引 き 出 し が 自 由

42.5 48.2 34.3 43.5 43.8 3

値 上 が り が
期 待 で き る

24.8 30.6 25.7 20.1 25.6 4

利 用 金 融 機 関 が
自 宅 か ら 近 い

12.7 16.5 14.3 11.7 10.6 5

利 用 金 融 機 関 の
サ ー ビ ス が 良 い

8.5 7.1 11.4 7.1 8.8 6

利 用 金 融 機 関 に
友人、知人がいる

3.2 4.7 3.8 3.2 1.9 9

利 用 金 融 機 関 が
勤 務 先 か ら 近 い

2.8 7.1 3.8 1.9 0.6 8

勤務先が利用金融機関
と 取 引 し て い る

1.8 2.4 5.7 0.6 0.0 7

利 用 金 融 機 関 が
集金にきてくれる

1.0 0.0 1.0 1.3 1.3 10

そ の 他 0.4 0.0 0.0 1.3 0.0 －

　今後増やしたい金融商品（複数回答）は、「銀

行預金」が最多で、以下、「ゆうちょ銀行貯金」、

「株式」、「投資信託」、「個人年金」の順となった。

　年代別にみると、すべての年代で 1 位が「銀

行預金」となっているものの、以降は各年代で

ばらつきがみられる。2 位について、20 代では

「個人年金」、30 代では「ゆうちょ銀行貯金」、

40 代以上では「株式」となっている。

　貯蓄をする際、重視する点（ 3 項目選択）は、

「元金の保証があり安心」が最多で、以下、「利

回りが良い」、「預け入れ引き出しが自由」、「値

上がりが期待できる」、「利用金融機関が自宅か

ら近い」の順となった。

　年代別にみると、20 代で「預け入れ引き出

しが自由」、30 代以上で「元金の保証があり安

心」が 1 位となっており、2 位はすべての年代

で「利回りが良い」となっている。

今後増やしたい金融商品は銀行預金が最多

貯蓄する際重視する点（3項目まで選択）
（％）
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　ローン等の利用状況をみると、利用者は

28.4％で、平均借入額は 988 万円となった。

　利用目的（複数回答）は、「土地・住宅の購 

入」が最も多く、以下、「自動車・家電品の購 

入」、「教育資金以外の生活資金」と続いた。参

考までに昨冬と比較すると、利用目的では、「教

育資金以外の生活資金」の比率が上昇した以外

は、「財テク資金」を除くすべての項目で低下

した。

　一方、借入先（複数回答）は、「銀行」が最

も多く、以下、「月賦・クレジット会社」、「政

府系金融機関」、「銀行以外の金融機関」の順

となった。参考までに昨冬と比較すると、「月

賦・クレジット会社」、「政府系金融機関」、「勤

務先」の比率が上昇した反面、「銀行」、「銀行

以外の金融機関」は低下した。

　これらを年代別にみると、ローン利用者の割

合は年代が上がるほど高くなっており、平均借 

入額は、20 代が 316 万円、30 代が 1,939 万円、

40 代 が 1,064 万 円、50 代 以 上 が 674 万 円 と

なった。

　また、利用目的は、20 代で「土地・住宅の

購入」・「教育資金」（同順位）、30 代以上で「土

地・住宅の購入」がそれぞれ最多となってい 

る。なお、借入先は、すべての年代で「銀行」

が 1 位、「月賦・クレジット会社」が 2 位となっ

ている。

5　ローン等の利用

平均借入額は988万円

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

28.4 71.6

26.6 73.4

15.3 84.7

22.9 77.1

31.8 68.2

35.6 64.4

ローン等の借入先・利用目的
（複数回答）

（％）

全 体 20  代 30  代 40  代 50  代
以 上

利

用

目

的

土 地・住 宅の購 入 58.0 23.1 58.3 67.3 57.9

自動車・家電品の購入 18.2 15.4 16.7 20.4 17.5

教 育 資 金 以 外
の 生 活 資 金 11.2 15.4 8.3 14.3 8.8

教 育 資 金 8.4 23.1 12.5 2.0 8.8

旅行・レジャー資金 4.9 0.0 8.3 8.2 1.8

財 テ ク 資 金 1.4 0.0 0.0 0.0 3.5

そ の 他 7.7 23.1 8.3 0.0 10.5

借

入

先

銀 行 60.8 38.5 62.5 63.3 63.2

月賦・クレジット会社 24.5 23.1 20.8 24.5 26.3

住宅金融支援機構等
政 府 系 金 融 機 関 11.9 0.0 12.5 12.2 14.0

銀行以外の金融機関 11.2 15.4 8.3 12.2 10.5

勤 務 先 4.2 0.0 4.2 2.0 7.0

そ の 他 4.9 23.1 8.3 2.0 1.8
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　昨冬と比べた今冬のボーナス（手取り額・含

予想）は、「増えそう」が 3.8％、「減りそう」

が 48.5％となり、引き続き「減りそう」が「増

えそう」を上回った。

　両比率の差（「増えそう」－「減りそう」）は、

△ 44.7 で、新型コロナウイルス感染症の拡大

に伴う需要減退の影響などで県内景気が停滞す

るなか、同感染症の収束時期も見通せないこと

から、今冬のボーナス支給について厳しい見方

をしている様子が窺われる。

　なお、年代別にみると、すべての年代で「減

りそう」が「増えそう」を上回った。

　手取り額（予想を含む）は、「 1 ～ 20 万円」

が最も多く、以下、「21 ～ 30 万円」、「31 ～ 40

万円」、「41 ～ 50 万円」の順となった。

　また、平均手取り額は 36 万 9 千円となった。

年代別にみると、20 代が 26 万 8 千円、30 代が

34 万 7 千円、40 代が 41 万 8 千円、50 代以上

が 41 万 2 千円となっている。

6　冬季ボーナス

手取り額は減額が増額を上回る

平均手取り額は36万9千円

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

31.7 17.114.6 14.6

27.1 17.1 15.3 11.7 14.4

32.1 23.1 14.1 18.0

40.8 26.8 15.5 12.7

8.1

6.1

6.3

6.432.2 19.9 15.5 12.0 4.4

0.0

1.4

3.8

5.1

2.8

3.8

6.8

6.1

21.8 21.4 22.7 13.4 11.7 2.2

9.6

9.8

1 ～20万円

　ボーナスの使いみちは、「貯蓄」の比率が最

も高く、以下「買物」、「旅行・レジャー」、「ロー

ン返済」、「教育費」の順となった。

　参考までに昨冬と比較すると、「貯蓄」、「ロー

ン返済」の比率が上昇した一方、「買物」、「旅

行・レジャー」、「教育費」は低下した。調査方

法、調査対象が異なるため、単純な比較はでき

ないが、新型コロナウイルス感染症の収束時期

が見通せないなか、貯蓄で将来の不測の支出に

備えるとともに、依然として不要不急の買物を

控える動きが続いているものと考えられる。

　なお、年代別にみると、すべての年代で 1 位

は「貯蓄」、2 位は「買物」となった。3 位は

30 代で「ローン返済」となった以外は、「旅

行・レジャー」となった。

「貯蓄」の配分割合が6割超を占める
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　今冬、お歳暮を贈る予定のある人は 35.1％と

なった。

　贈る件数は「 2 件以下」が最も多く、以下、 

「3 ～ 5 件」、「件数未定」、「6 ～ 9 件」、「10 件以 

上」の順で、平均件数は 2.7 件となった。

　年代別にみると、贈る予定のある人は、20

代が 27.1％、30 代が 31.4％、40 代が 31.2％、

50 代以上が 45.6％となっており、平均件数は、

20 代が 2.4 件、30 代が 2.6 件、40 代が 2.8 件、

50 代以上が 2.7 件となった。

　 1 件 あ た り の 単 価 は、「3,000 円 程 度 」 が

37.8％と最も多く、次いで「5,000 円程度」が

37.3％となっており、この両者で全体の 4 分の

3 を占めた。

　また、平均単価は 3,684 円、平均予算総額は

10,546 円となった。

　なお、年代別の平均単価は、20 代が 3,525

円、30 代 が 3,600 円、40 代 が 3,465 円、50 代

以上が 3,915 円となっており、平均予算総額は、

各々 8,850 円、10,075 円、10,198 円、11,515 円

となった。

7　お 歳 暮

贈る件数は平均2.7件

平均単価は3,684円、平均予算は10,546円
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　お歳暮に贈りたい商品（ 5 品目まで選択）は、

「ビール」（含むビール券、以下同じ）が最多で、

以下、「お菓子」、「調味料」・「直送生鮮品」（同

順位）、「ハム」の順となった。

　年代別にみると、1 位は 20 代で「お菓子」、

30 代以上で「ビール」であった。また、2 位は

20 代で「調味料」、30 代で「調味料」・「食用 

油」（同順位）、40 代で「直送生鮮品」、50 代以

上では「お菓子」となっている。

引き続き「ビール」がトップ

お歳暮に贈りたい商品ベスト5

順
位 20 代 30 代 40 代 50 代以上

1 お 菓 子
ビ ー ル
（含ビール券）

ビ ー ル
（含ビール券）

ビ ー ル
（含ビール券）

2 調 味 料
調 味 料、
食 用 油
（同順位）

直送生鮮品 お 菓 子

3 直送生鮮品 お 菓 子 ハ　　 ム

4 ハ　　 ム ハ　　 ム 調 味 料 直送生鮮品

5
カタログギフト、
果 物、 缶 詰
（同順位）

お茶・コーヒー、
カタログギフト
（同順位）

ハ　　 ム
お 茶 ・
コーヒー

38.0

25.7

19.8

15.9

18.8

18.4

32.9

6.7

12.4

14.1

12.9

9.4

6.5

11.8

10.2

11.4

5.1

9.0

11.0

3.1

28.2

22.0

19.8

19.8

19.2

13.6

13.6

11.3

9.0

7.9

7.3

7.3

6.2

6.2

5.6

5.1

4.5

3.4

0.6

1.7

（％）
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洋 酒

米・穀物類

海苔・しいたけ
などの乾物類

清涼飲料水

カタログギフト

缶 詰

日 本 酒

麺 類

果 物

ワ イ ン

煮 貝

商 品 券

石鹸・洗剤

直送生鮮品

お茶・コーヒー

調 味 料

お 菓 子

食 用 油

ハ ム

ビ ー ル
（含ビール券）
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　冬休み、年末・年始の過ごし方（複数回答）

は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受

け、「特に予定なし」が 62.1％と最多を占めた。

以下、「日帰り旅行」、「帰郷」、「国内宿泊旅行」、

「スポーツ・健康づくり」、「海外旅行」の順と 

なった。
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8　冬休み、年末・年始の過ごし方

根強い外出回避の意識

冬休み、年末・年始の過ごし方（複数回答）

（％）

　なお、「特に予定なし」と回答された方に対 

し、外出の予定を立てないことについて、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響の有無を伺っ

たところ、「非常にある」（21.7％）、「ややある」

（20.8％）との合計が 42.5％を占めている。ま 

た、参考までに昨冬の調査結果と比較すると、「特

になし」が 21.6 ポイント上昇した以外は、すべ

ての項目で比率が低下した。調査方法・調査対

象が異なるため、単純な比較はできないものの、

感染防止のために外出を回避する意識が依然根

強い様子が窺われる。

21.7 20.8 24.6 21.111.8

8.0

28.9 28.9 24.4 13.4

23.8 23.8 22.2 22.2

22.3 21.3 26.6 12.8 17.0

17.1 16.224.315.3 27.1

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

非常にある ややある どちらともいえない

あまりない まったくない

冬の予定を立てないことについて、

新型コロナウイルス感染症の影響の程度

20 代 30 代 40 代 50 代以上 全　体

日 帰 り 旅 行 21.2 18.1 20.8 10.0 16.9

帰 郷 21.2 18.1 13.0 10.0 14.5

国 内 宿 泊 旅 行 10.6 8.6 12.3 10.0 10.5

スポーツ・健康づくり 5.9 5.7 7.1 6.9 6.5

海 外 旅 行 3.5 1.0 0.0 0.6 1.0

そ の 他 1.2 3.8 0.6 2.5 2.0

特 に 予 定 な し 52.9 60.0 61.0 69.4 62.1

13 山梨中央銀行　調査レポート　2020.12



　本調査では、新型コロナウイルス感染症の影

響で落ち込んだ経済の活性化に向けて、国が

行った個人向けの代表的な支援策の利用状況に

ついて伺った。

　山梨県内では今年 5 月から給付が始まった

「特別定額給付金」の使い道（複数回答）につ

いて、「生活費の補てん」が 48.2％と最多を占

め、以下、「貯蓄」、「家電品の購入」、「外食・

テイクアウト費」の順となった。景気の悪化や

先行きへの不安から、当座の生活費の補てんや

今後の備えを厚くしようとする家計行動が窺わ

れる。

　飲食・レジャー関連産業の利用を促す「Go 

（特別調査）国の経済対策の利用状況

Go	To事業は3割程度の利用

48.2

3.4

7.7

2.6

3.4

2.6

6.0

1.8

3.6

4.4

3.4

2.2

0.4

11.9

33.7

0 10 20 30 40 50 60

特別定額給付金の使い道について（複数回答）
（％）

生活費の補てん

貯 蓄

家電品の購入

外食・テイクアウト費

旅 行・交 通 費

教 養・娯 楽 費

ファッション・宝飾品

乗用車、バイク、自転車の購入

寄 付

投 資

家 具 の 購 入

スポーツ・フィッ
トネス用品の購入

受け取っていない・知らない

受け取りを辞退した

そ の 他

33.3 61.3

35.3 58.3

5.4

6.4

（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Go To トラベル

Go To イート

Go Toトラベル・Go To イート利用状況

利用した（利用する予定）

利用しない（利用する予定はない）

知らなかった（今回初めて聞いた）

To トラベル」および「Go To イート」につい

ては、全体の 3 割強が利用意向（利用した、ま

たは利用する予定）を示した一方、6 割前後は

利用意向がない（利用しない、または利用する

予定はない）との回答であった。事業者の間で

感染防止対策が浸透するなか、宿泊施設・飲食

店等の利用に前向きな層が一定数確認できる一

方、依然不透明感が漂う感染状況を反映し、事

態の推移を見守ろうとする向きが過半を占める

状況が浮き彫りとなった。

　なお、Go To トラベルの利用先の都道府県

としては 1 位に静岡県、2 位に山梨県・長野

県（同順位）が挙げられており、比較的近場を

目的地とした動きが広がっているものとみら

れる。

14山梨中央銀行　調査レポート　2020.12



15 山梨中央銀行　調査レポート　2020.12
● 発行／山梨中央銀行

● 編集／山梨中銀経営コンサルティング　〒400-0031 甲府市丸の内一丁目 20 番 8 号 TEL（055）224－1032

　　　 山梨中央銀行 URL : https ://www.yamanashibank.co.jp/

世 界 遺 産

～美しい富士山を未来へ～


